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地域づくり協議会「27年度第 1回全体役員総会」開催 

6月 29日午後 6:00 より  i ビル 2 階大会議室にて、「地域づくり協議会第1回役員総会」が開催され
ました。約70名の役員さんが参集され、27年度の事業計画と予算編成について質疑されました。写真

のように、鎌倉やすらぎ部会長、渡部ヤング部会長、木村シニア部会長、家治レディー部会長、松本イ

ベント部会長、長谷部広報部会長の各部会からの事業発表と、横井会長からは予算説明と、県の「地

域活性化支援のアドバイザー派遣制度」への申請受理がされたとの発表があり、これにより県からの

専門有識者を招き「見守りネットワーク」の推進講演会を開催する旨の報告がありました。 

また、当日は「生活支援制度」や「在宅医療介護の新制度」への取組も報告あり、すでに活動展開さ

れている「井上内科」の森氏、山崎さん、「一宮市地域包括支援センターやすらぎ」の宅万さん、三原さ

んにも登壇戴き、「在宅介護医療制度」の概要説明をして戴きました。今後は「高齢者教養講座」や「独

居高齢者ふれあいの会」などの機会に、高齢者の皆さまに直接語りかけて戴くことで、神山地域づくり

協議会の福祉制度の普及に励みたいと、この総会での発信となりました。 

 

 

 

 

 

 

5 月 31 日、「神山を良くする会」春のキャンペーンで、神山小学校の学校公開日・緊急時引き渡し訓練終了後、

11 時 15 分頃より保護者といっしょに下校する子どもたちに「神山を良くする会」の皆さんより花苗約 400 鉢が配

布されました。 

 

 

 

 

 

 7 月 7日午前 9時 30分～11時 30分、神山公民館で愛知県警一宮署の方に

よる交通安全講習会が行われました。一宮市は死亡事故が 7件（昨年比+6 件）

と非常に多く、「高齢者」「自転車」「交差点」がキーワードになっています。 

平成 27 年 6 月 1 日の道路交通法改正では自転車の危険行為に関するもの

が多く、特に自転車の酒酔い運転は最高 100 万円の反則金が科せられます。 

 自転車は免許がなくても誰でも運転できる便利な道具ですが「車両」であ

る故、そこにはルールと責任が存在することを痛感しました。 

鎌倉やすらぎ部会長      渡部ヤング部会長          木村シニア部会長         家治レディー部会長  

松本イベント部会長        長谷部広報部会長             

左から 
横井地域づくり協議会会長 
「井上内科」の森氏、山崎さん 
「やすらぎ」の宅万さん、三原さん  

「神山を良くする会」春のキャンペーン

第 1回交通安全会講習会開催



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 各部会の活動報告 
◆ 家庭・青少年部会    

5 月 10 日（日）児童育成： ビーチボール大会 

午前は21チーム、午後は41チームの参加で、一つ

の子供会から５チームも出しているところもあり、大

盛況でした。1 チーム 9人のプレイヤーは、1年生か

ら 6 年生まで男女混合のチームがほとんどです。サ

ーブが入ったり、入らなかったりしましたが、時には

ラリーが続いて、周りのお父さんやお母さんから大

きな声援や拍手が起こることもありました。 

◆ 家庭・青少年部会 

  5 月 23 日(土) 学校外活動：ウォーキング大会 

薄曇りの下、児童 77 人・役員 21 人・保護者 20 名

ほどが力を合わせ、末広小学校区公園巡り約 3 キ

ロを楽しく行いました。その中で、主催者として感じ

たことは、ウォーキングは歩くことはつらいが、歩き

きった後の達成感、到着後のゲームや宝探しが子

供たちに人気が高いということです。 

◆ 家庭・青少年部会 

  6 月 4 日（木） 救急法研修会 

神山公民館で救急法研修会が開かれました。4名

の八幡消防署員の方を招き、①心肺蘇生の手順、

②AEDの使い方、③止血法、④異物除去について

実技を交え、丁寧に指導していただきました。47名

の参加者は、胸骨圧迫やAEDの扱いなど、交代し

ながら和気藹々と進めていきました。胸骨圧迫は

30回ほど行いましたが、息が上がってしまう人もい

て、大変さを実感しました。また、人の命を救う大切

な方法であることにも気づかされました。 

 

 

◆ 家庭・青少年部会 

 6 月 28 日（日）学校外活動： ディ・キャンプ 

午前9時30分より神山小学校の校庭で、神山小学

校、末広小学校の4，5，6年生の生徒が12班に分

かれ、午前はカレーライス作り、午後は防災体験と

して土のう作りや防災ゲームで楽しく 1 日を過ごし

ました。 

強風の中、生徒の皆さんがまじめに取り組んだお

かげで、特にけがやトラブルがなかったことが何より

で、普段なかなか経験できない有意義な体験ができ

たものと思います。 

 

 

 

 



 

 

神山公民館趣味クラブ「布遊び」 

子どもたちにも防災活動について知ってもらおうという趣旨で、楽しく学べる布絵本ができました。 

神山公民館趣味クラブである「布遊び」の皆さんによる製作です。 

5枚裏表 10点の絵で一組です。4パターンあり、それぞれのタイトルは「こわくないよ！」、「そなえる」、「グラッ

ときたら」、「これな～に」です。写真では分かりにくいのですが、防災装備品がポケットに収まるようになっていた

り、持ち出しカードを内蔵したり、とても 

工夫されています。 

 

今後、防災活動行事の折に皆様にも 

手に取ってご覧いただける予定です。 

  

麗峰会 

毎週月曜日午前 9時 30 分～11 時（祝日は休み）神山公民館 2階にて、麗峰会講師の下、楽しく和気あいあ

いとお稽古しています。 ご年配の方からママさんたちまで幅広い年代の方々が、真っ白な紙に筆を滑らせ、墨

の香りでリフレッシュしています。 お子様連れも可、一緒に毛筆・硬筆などしてもよし。イスに座ってのお稽古に

て足のしびれも心配ご無用！ 

 見学・体験はいつでも無料です。 

お気軽にぜひいらしてください。 

 

お問い合わせ先 地域づくり協議会 

家庭・青少年部会 渡部 

TEL 0586-45-9379 

 

 

高齢者の生きがいと健康づくりを目的とした趣味クラブ助成事業は、次の 9団体に決定しました。 

神山 G/G クラブむつみ会／神山長生カラオケクラブ／神山ふれあいカラオケ／八幡カラオケクラブ／ 

神山ふれあいボランティア／神山囲碁クラブ／オレンジ会／布遊び／愛寿クラブ 

 

 

 

 

 平成 27 年 9 月 6 日（日）午前 9 時 30 分～12 時 00 分、神山小学校グランド 

およびアリーナで恒例の防災訓練を行います。当日は神山連区 38 町内自主 

防災会が各町内を 9 時に出発し神山小学校に集合、数グループに分かれて 

運動場では消防および消防団による消火訓練や日赤奉仕団、地域づくり協議会 

女性部会による炊き出し、国土交通省による照明車の展示、実演を、アリーナ 

では山下病院様の AED・けがの手当て講習、愛知防災リーダー会、国土交通省 

によるパネル展示、防災グッズ展示を予定しております。 

日頃より大災害に備えて、各町内の自主防災会を通じて防災意識の向上・ 

維持を目的にさまざまな活動をされていることと思いますが、実体験ができる絶好 

の機会として是非多数の方のご参加をお願いします。なお、防災訓練の詳細は 

町会長より別途ご案内いたします。 

神山公民館サークル活動紹介  

「こわくないよ！」    「そなえる」    「グラッときたら」   「これな～に」 

神山連区防災訓練のお知らせ

照明車 

平成 27 年度 趣味クラブ助成事業決定  


